
第２回有識者会議（11/12開催）からの変更点（有識者会議意見への対応等）

基本目標（具体的な施策）
戦略（案）
ページ

修正点等 理由等

１．産業振興による雇用創出
　(1)観光産業の振興
　　③インバウンド誘客の促進

Ｐ6
「定期チャーター便が就航している台湾や、」を削除。「台湾、」を追
記。

現状に合わせて文
言整理。

１．産業振興による雇用創出
　(2)農林水産業の振興
　　①第１次産業担い手の確保・育成

Ｐ7

（水産業）　秋田県漁業協同組合を通じて新規就業予定者への説
明会を開催するとともに、次代を担う漁業青年グループなどの学習
及び交流活動を強化し、担い手の確保・育成を図ります。

現状に合わせて文
言整理。

１．産業振興による雇用創出
　(2)農林水産業の振興
　　⑤生産基盤施設整備の推進

Ｐ8
・森林整備事業

具体的な事業追
記。

１．産業振興による雇用創出
　(4)人材の育成と起業の促進
　　②産業(医療、介護、福祉)人材の確保

Ｐ10
「社会保険・社会福祉・介護事業」を「福祉・介護事業分野」に修正。 現状に合わせて文

言整理。

１．産業振興による雇用創出
　(4)人材の育成と起業の促進
　　②産業(医療、介護、福祉)人材の確保

Ｐ11
・医師等修学資金貸与事業

具体的な事業追
記。

１．産業振興による雇用創出
　(4)人材の育成と起業の促進 Ｐ11

重要業績評価指標（KPI）
・起業、創業件数　　５年間で20件

KPI数値の見直
し。

２．移住・定住対策
　(2)転出の抑制
　　②都市インフラの整備

Ｐ13
・水道・ガス増補改良事業

具体的な事業追
記。

２．移住・定住対策
　(2)転出の抑制
　　②都市インフラの整備

Ｐ14
重要業績評価指標（KPI）
・入居申込者の入居率　68％（H30 年度） → 84％

KPI数値等の見直
し。

２．移住・定住対策
　(2)転出の抑制
　　②都市インフラの整備 Ｐ14

重要業績評価指標（KPI）
「・水道老朽管路総延長数(13,891m)の更新割合」、「・ガス更新整
圧器数（52 基）の更新割合」、「・ガス経年管延長（40,373m）の更新
割合」を削除。

KPIの見直し。

３．少子化対策
　(2)子育て支援
　　①子育て家庭の経済的負担の軽減

Ｐ16
「県と協調しながら」を「県と市の協働事業で」へ修正。 現状に合わせて文

言整理。
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３．少子化対策
　(2)子育て支援
　　①子育て家庭の経済的負担の軽減

Ｐ16
すこやか子育て支援事業へ「（副食費全額助成）」を追記。 現状に合わせて文

言整理。

４．地域社会の維持・活性化
　(1)歩いて暮らせるまちづくりと地域コミュニティの強化
　　①男鹿版コンパクトシティの推進

Ｐ19

【基本的方向】
〇新たに整備する駅前広場にシンボルとなるモニュメント等を設置
するなど、市民が集える場としてのイメージアップを図ります。

現状に合わせて文
言整理。

４．地域社会の維持・活性化
　(1)歩いて暮らせるまちづくりと地域コミュニティの強化
　　①男鹿版コンパクトシティの推進

Ｐ19

歩いて暮らせるまちづくりを推進するとともに、市民が集い居心地
の良い時間を過ごせる環境整備に取り組みます。

現状に合わせて文
言整理。

４．地域社会の維持・活性化
　　(2)健康長寿社会の形成
　　　①生活習慣病予防事業の充実

Ｐ20
健康ポイント事業へ「（拡充）」を追記。 現状に合わせて文

言整理。

４．地域社会の維持・活性化
   (2)健康長寿社会の形成
     ③地域共生社会の実現に向けた地域包括
        支援体制の構築

Ｐ21

「地域包括ケアシステム推進会議」、「生活支援体制整備推進協議
体」、「障がい者総合支援協議会」を追記。 具体的な事業追

記。

４．地域社会の維持・活性化
   (2)健康長寿社会の形成
     ③地域共生社会の実現に向けた地域包括
        支援体制の構築

Ｐ21

重要業績評価指標（KPI）
・認知症サポーターステップアップ講座受講者数
 　  45人（H30年度）

実績見込から実績
値へ修正。

４．地域社会の維持・活性化
　　(3)安全なまちづくり
　　　①防災・減災の推進

Ｐ21

「水道・ガス老朽管路等の計画的な整備にあわせて、施設・管路の
耐震化を図り漏洩事故等未然防止と、災害に強いインフラ整備を
推進します。」を追記。

現状に合わせて文
言整理。

４．地域社会の維持・活性化
　　(3)安全なまちづくり
　　　①防災・減災の推進

Ｐ21
「また、防災情報を確実かつ正確に入手し、的確なタイミングで避
難の判断ができるよう登録制メールへの登録を推進します。」を追
記。

現状に合わせて文
言整理。

４．地域社会の維持・活性化
　　(3)安全なまちづくり
　　　①防災・減災の推進

Ｐ22
「男鹿市防災情報等メール配信サービス事業」、「経年管更新事
業」、「耐震化事業」を追記。

具体的な事業追
記。
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４．地域社会の維持・活性化
　　(3)安全なまちづくり
　　　①防災・減災の推進

Ｐ22

（水道）
・耐震化率（管路）　 14.0％ 　→ 　17.0％
・耐震化率（浄水場） 　81.4％ 　→ 　91.6％
（ガス）
・耐震化率（管路） 　56.0％ 　→ 　70.0％

KPI数値の見直し
文言整理。
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